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＜病棟連絡事項＞
・5/16～勤務変更ありますので、各自確認して下さい。
＜ベッドコントロール＞
・澤田　昭久様～本日北病棟へ転出となっています。

・島脇　法依様～B26号室→A41号室へ移動となります。

・田端　和行様～B29号室→A51号室へ移動となります。
＜患者様連絡事項＞
・野田　敏治様～5/20　10：30～5/21　14：00清岳園へ外泊訓練予定。
・武田　宣子様～オラドールトローチは毎食後服用希望あるためセットしています。

・袴田　裕國様～ホールで食事摂取後、服薬せず帰室している為、コップに水を汲みテーブルに準備して服薬の習慣を確立できるよう介入していきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞
・冨田　義明様～準夜帯、深夜帯で乳糖使用しています。疼痛の訴えもありボルタレン使用していますが、日中の活動量への影響や昼夜逆転した生活も見られている為、身体・精神状態に応じた活動の促しをしていきましょう。
・成田　賀枝様～洗濯が出来ず、汚染衣類を自室内にため込む事があります。深夜帯では業者洗濯やＣＳセットへの切り替えを拒み「死んでやる」と言動もあります。
・野田　敏治様～同室患者様の大声に反応し中途覚醒後不眠で経過しています。
＜村上Dr.患者様診察情報＞

・森　政博様～先週診察後より、家への架電要求や気分の落ち込みがあった事、さくら病院への転院の調整を御家族に行ってもらっており連絡待ちである事を情報提供行う。気分の落ち込みに関しては長期のステロイド内服の影響も考えられるとの事で薬剤変更あり、プレドニゾロン　5㎎　3Ｔ→2Ｔに減量となり、他継続処方。またナパゲルン軟膏処方となる。また、転院に関して「身体疼痛の治療目的での転院」とする。
・田端　和行様～易怒性無く落ち着いて過ごされている事、食思良好で夜間も良眠出来ている事を情報提供行う。診察時は、担当看護師と今後について話した際にどのような生活を送って行くか(ゴミ屋敷の家をどうするか)等を話したとの事。ゴミ屋敷の片付けを行政で行ってもらえるかや、家や土地等の財産整理をどうしていくかの相談あり。(PSWへ依頼済み)またDMの為お菓子を自身で制限しているとの事だが、適度であれば問題ないとの事で主治医より説明を受けている。薬剤変更なく継続処方となる。
＜金Dr.患者様診察情報＞

・田名部　幸子様～強迫観念や確認行為頻回でまとまりない言動があること嘔気、嘔吐あること、入浴1日に2回希望あったこと情報提供。診察でもまとまりない言動長文で訴えあり。主治医より次回診察時は事前に伝えたい事を文章で用紙に記載し見せるよう本人に説明している。簡潔に伝えるための練習をしていくよう指示あり。また下痢訴え整腸剤希望し、ミヤBMが再開となる。

・中里　慶子様～本人テレビ持ち込み希望あったこと情報提供。診察では「次の外出でテレビ買いたいです。」と希望聞かれている。主治医より家族様にスタッフから本人テレビ持ち込み希望あること病棟としては一般的には許可していない状況である事を説明した上で

家族としての意向を確認するよう指示あり。内服継続処方。
・川原　サエ子様～腰痛訴えハップスター1袋処方。
・沼山　真紀子様～ほぼ拒食していること、5/10不調訴え頓服使用していたが5/11外出は問題無く過ごせたこと本日人権擁護に電話していたこと情報提供。診察では他に叔母、関野氏に電話していると話し、人権擁護や弁護士、父、叔母は電話良いが他は通信制限で出来ない事再度説明受けている。しかしその後も様々な要望きかれている。内服継続処方。便秘時アローゼン10回分処方。
・澤田　真理様～女性患者様の悪口を他患者様に伝えていた事被害妄想や頻回な訴えあり、自制できずにいる事情報提供。診察では「やまばとに戻れないなら他の施設に行きたいです。」と話されている。主治医より他の施設を探していくよう指示あり。内服継続処方。
・中村　聡様～昼夜逆転している事、手指振戦あり本人は不眠の理由に振戦を訴えている事情報提供。診察時手指振戦に問われると手を出し演技的に両手を震わせている。また退院について訴え転院ではなくGHに行きたいと話され主治医より難しい事説明受けるも易怒的となっており疎通取れず。内服継続処方。
＜作業療法参加状況確認＞

・田端　香織様～流涎著明で拭う行動から作業療法への集中が出来ずにいます。ハンドタオルやティッシュを活用させていきましょう。
・鈴木　達也様～自室内で出来る作業療法を促し中ですが「めんどくさい」が口癖になっているとのことです。
・小田　沙也加様～感情表出は少ないですが、床上作業には取り組む事が出来ています。
・安達　貴浩様～飯田修子様や他患者様への被害妄想から大声をあげることがあり常時見守りを要しています。
・冨田　義明様～体育館での体操に参加出来ていない日もあることから、適宜促しをしていきましょう。
